
公
園
の
遊
具
で
最
も
人
気
が
高
い
の
は
滑

り
台
で
は
な
いか
と
思
う
。
そ
の
中
で
も
『
タ

コ
の
山
』と
呼
ば
れ
る
複
合
滑
り
台
は
、形
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
さ
、滑
り
の
多
様
さ
で
特
に
愛
さ

れ
て
い
る
滑
り
台
だ
。
子
供
の
こ
ろ
に
滑
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
滑
り
台
を
作
っ
た
の
は
、
前
田
環
境

美
術
㈱
と
い
う
遊
具
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
タ

コ
型
の
滑
り
台
は
全
国
に
2
0
0
個
所
程
度

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
徳
島
県
内
に
は
7

つ
の
タ
コ
が
確
認
で
き
る
。
四
国
全
体
を
み

る
と
、
愛
媛
県
に
3
個
所
、
高
知
県
に
3
個

所
、
香
川
県
に
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
って
い

な
いの
で
、
徳
島
は
四
国
の
タ
コ
王
国
と
言
っ

て
も
いいだ
ろ
う
。

タ
コ
の
山
の
魅
力
は
第
一
に
滑
っ
て
楽
し

い
と
い
う
こ
と
だ
。
特
に
タ
コ
の
背
中
側
か

ら
前
側
向
け
て
に
螺
旋
を
描
く
よ
う
に
作
ら

れ
た
滑
走
部
は
、
他
の
滑
り
台
で
は
な
か
な

か
味
わ
え
な
い
ス
リ
ル
が
あ
る
。
タ
コ
の
山
の

滑
走
部
の
表
面
は
『
人
造
石
研
ぎ
出
し
仕
上

げ
』、通
称『
人
研
ぎ(

じ
ん
と
ぎ)

』と
呼
ば
れ

る
仕
上
げ
で
あ
る
。
人
研
ぎ
は
、左
官
職
人
、

研
ぎ
職
人
が
手
間
を
か
け
て
仕
上
げ
る
も
の

で
、
最
近
の
滑
り
台
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け

な
く
な
って
いる
が
、
摩
擦
が
少
な
く
ス
ピ
ー

ド
も
出
る
の
で
、
楽
し
い滑
り
台
が
多
い。

タ
コ
の
山
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
そ
の
形

状
の
多
様
性
と
手
作
り
感
だ
。
工
場
で
作
っ

た
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
立
て
る
だ
け
の
滑
り
台
と

違
って
、タ
コ
の
山
は
発
注
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
一
点
一
点
鉄
筋
職
人

が
形
を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
。
私
は
こ
れ
ま
で

に
3
0
個
所
以
上
の
タ
コ
の
山
を
見
て
き
た

が
、
す
べて
少
し
づ
つ
違
って
いる
。

前
田
環
境
美
術
に
よ
れ
ば
、
タ
コ
の
山
の
誕

生
は
偶
然
だ
った
と
い
う
。
タ
コ
の
山
以
前
に

は
「
石
の
山
」
と
い
う
商
品
が
あ
った
。
こ
の

遊
具
を
見
た
あ
る
人
が
、「
頭
を
載
せ
た
ら
タ

コ
に
な
る
」
と
言
い、
そ
れ
を
聞
い
た
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
実
際
に
頭
を
付
け
た
の
だ
そ
う
だ
。

前
田
環
境
美
術
は
東
京
芸
大
出
身
の
若
手

彫
刻
家
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
創
業
し
た
会

社
で
、
動
物
の
形
の
遊
具
や
抽
象
彫
刻
の
よ

う
な
造
形
を
重
視
し
た
遊
具
を
作
る
こ
と
が

特
徴
だ
。
機
能
一
辺
倒
の
遊
具
で
は
な
く
、

時
に
芸
術
的
で
あ
っ
た
り
、
時
に
感
情
移
入

の
対
象
で
あ
った
り
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

の
記
憶
に
強
く
残
る
遊
具
を
造
り
出
し
て
い

る
。そ

れ
を
証
明
す
る
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。
東
京
の
北
区
で
、
道
路
整
備
の
た
め

に
公
園
の
タ
コ
の
山
を
ど
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
った
。
新
し
い
敷
地
に
新
品
の
タ
コ
の

山
を
作
り
直
す
こ
と
も
で
き
た
の
に
、
住
民

達
は
思
い
出
の
つ
ま
った
タ
コ
の
山
を
そ
の
ま

ま
移
設
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
だ
と
い
う
。

一
般
的
な
遊
具
で
は
考
え
ら
れ
な
いこ
と
だ
。

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
コ
滑
り
台
を
紹
介

し
よ
う
。
い
ず
れ
も
、
前
田
環
境
美
術
の
作

品
で
あ
る
。
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タ
コ
の
山
と
は

■徳島市･福島団地のタコの山
福島団地内の公園にあるタコの山。
最近塗り直されたようで、落書きなどもなくき
れいな状態。各部分の造りはタコの山の標準
的なデザインでまとめられており、手堅いモデ
ルといえるだろう。

タ
コ
の
山
の
魅
力

▲阿南市･中浦緑地のタコの山
頭の両側に、私が「耳」と呼んでいる小さな
ひさしがあるのが特徴。全国的にみると、
ひさしのないタイプが多く、ひさしは徳島の
タコの山の特徴である。

▲ 徳島市･応神公園のタコの山
頭の傾きが大きいのが特徴。頭を傾けてい
るタコは、必ずこの方向に傾けている。逆
に傾いている物件は全国でこれまで1個所
でしか見つかっていないという。

▲ 松茂町･松茂中央公園のタコの山
明るいサーモンピンクで塗られている。エッ
ジの仕上げが全体的にシャープ。私が「襟」
と呼んでいる中央のハの字の部分が、女性
の脚みたいで、グラマーな印象のタコだ。

タ
コ
の
山
の
歴
史

▲ 徳島市･津田公園にある石の山
タコの山の原形となった作品を津田で見る
ことができる。ただし、いくつかの形状的な
特徴から、タコの山が発売された以後に作
られた石の山だと思われる。

▲ 三好市･箸蔵公園
『抽象形態すべり台』という作品。前面に2
本、背面に1本の滑走部があり、登るための階
段がない不思議な滑り台。上部の三角形の形
から「イカの滑り台」と呼ばれることがある。

▲ 徳島市･椎宮神社こども公園のタコの山
『タコの山B』という作品。前方に2本、後
方に3本の滑走部があり、見た目よりは複
座な滑り台。このように頭の上に登って遊
ぶこともできるようだ。

▲ 徳島市･みなと公園のタコの山
『タコのすべり台』という作品。他のタコに比
べるとやや幾何学的。脚の下に入ると、大ダ
コに飲み込まれるような迫力がある。

▲ タコの山の内部
頭部の中の様子。通路や滑走部が複雑に
分岐している。単に滑るという目的以上に、
空間の体験としても面白い。

さ
ま
ざ
ま
な
タ
コ
た
ち


